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都市再生整備計画　事後評価シート

大友氏遺跡歴史公園周辺地区

令和 ３年 ３月

大分県大分市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 212.5 ha

交付期間 0.41

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり ●

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

 １）事業の実施状況

旧万寿寺地区に多目的広場を整備する想定だったが、当地について
は、大友氏遺跡の中心となる大友氏遺跡の復元・整備の方向性があ
る程度決まった後に、方向性を合わせて着手することが望ましいと判
断したため。

削除/追加の理由

当初計画に位置
づけ、実施した

事業

事業名

地域生活基盤施設（多目的広場整備、大友氏遺跡周辺史跡案内サイン設置、上野歴史散歩道周辺史跡案内サイン設置）、高質空間形成施設（中島錦町線修景整備、鉄道残存敷整備）

- -

「大友氏遺跡への来場者数」にマイナスの影響を与えたが、同時に道路事業や地域生
活基盤施設等の各種事業を追加したため、総合では「大友氏遺跡への来場者数」は上
方修正された。

交付期間
の変更

当初計画か
ら削除した事

業

地域創造支援事業（上野歴史散歩道散策ガイドマップ、大友氏館庭園整備見学ツアー、地域資源活用人材育成事業）、事業活用調査（事業効果分析調査）

新たに追加
した事業

道路（市道上野2号線歩道改築）、地域生活基盤施設（久大本線鉄道残存敷多
目的広場整備）、高質空間形成施設（芸短周辺の歩道照明整備）

事業名

多目的広場整備

なし

平成29年度～令和3年度

平成29年度～令和2年度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

交付期間を短縮しても当初の計画と同様の事業効果が得られることから、指標、数値目標へは影響を与えなかった。

地域創造支援事業（大友氏遺跡歴史公園庭園公開イベント、サイクルステーション
整備）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

大友氏遺跡への来場者数 人/年 9,149人 H26 18,490人 R2

％

R2

指標1

指　標

指標２

大友氏に関する認知度指標３

大友氏遺跡歴史公園周辺地
区観光ガイド依頼件数

44.3% H27 60.0% R2

その他の
数値指標1

-

1年以内の
達成見込み

107件
（H30）

24,663人
（H30）

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

〇

1年以内の
達成見込み

18,820人
（R1）

265件
（R1）

件/年 20件 H27 100件

-

-

従前値 目標値

50.3％
（R2）

数　　値

-

 ５）実施過程の評価

ラグビーワールドカップに合わせて祝祭広場で開催したイベントでは、多くの市民や観光客で賑わいをみせ、都市機能の利活用の推進や中心市街地の魅力向上に一定の効果を発揮していると考えられる。

- - -

-

持続的なまちづくり
体制の構築

-

住民参加
プロセス

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

○都市計画道路中島錦町線の景観デザインに配慮した歩行等の設計
を伴うワークショップを開催した。
○鉄道残存敷の利活用及び整備に関する説明会を開催した。
〇中島錦町線の景観整備説明会を開催した。

-都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

その他の
数値指標２

-

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

実施過程を地域住民と共有することで、都市再生整備の魅力を高めることができた。整備効果を
最大限に発揮させるため、他事業においても住民への公開により実施過程を共有するとともに、合
意形成活動を図るものとする。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

--

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

-

モニタリングによる指標の下方修正等は行わなかったが、指標の中間計測を行うことで、計画の進
捗状況の把握等に繋がった。

今後の対応方針等実施内容

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

モニタリング
計画全体の進捗管理のため、目標年度以外にも指標１，２，４の計測を
行った。

- -

関連事業との連携で図る中で、本計画のまちづくり目標との整合性が
あること、事業効果発現への寄与が期待できることから、都市再生整
備計画事業として追加した。

計画期間の変更やヒアリング結果を踏まえて、「大友氏遺跡への来場者数」の目標値を
上方修正するとともに、新たな指標として「歩行者通行量」を追加した。

フォローアップ
予定時期

-

効果発現要因
（総合所見）

目標
達成度※１

令和3年5月頃

数　　値

△

○

令和3年5月頃

令和3年5月頃

効果発現要因
（総合所見）

令和元年度の大友氏遺跡への来場者数は18,820人となっており、目標値の18,490人を上回ってい

る。

本事業の基幹事業である「中島錦町線修景整備」や「鉄道残存敷整備」の実施において、城址公園

及び大分駅から大友氏遺跡へと回遊する導線の確保が成されたこと等が、来場者数増加の効果発

現要因になったと考えられる。

令和元年度の観光ガイド依頼件数は265件となっており、目標値の100件を上回っている。

本事業の基幹事業である「中島錦町線修景整備」や「鉄道残存敷」の実施において、大友氏遺跡へ

と回遊する導線の確保などにより、大友氏遺跡への来場者数の増加を招いたことに加え、地域資源

活用人材育成事業により観光ガイドを育成したことから、観光ガイドの需要と供給の両方が増え、観

光ガイドの依頼件数の上昇につながったと考えられる。

令和２年度の大友氏に関する認知度は50.3%となっており、目標値の60.0%を下回っているものの、

従前値の44.3%と比べて増加していることから、一定の事業効果が発現しているものと考えられる。

1年以内に認知度を60.0%まで上昇させることは困難だが、大友氏遺跡への来場者数や観光ガイド

依頼件数は目標値を達成し増加していることから、今後も継続的に大友氏に関する認知度は向上し

ていくものと考えられる。

△

基準年度である平成28年度の歩行者通行量は343,653人であったが、平成29年度については

306,720人まで落ち込んでいる。

ただし、平成29年度以降は求心力のある施設整備やイベントの実施、回遊性を高めるための修景整

備などにより、歩行者通行量は増加している。1年以内に歩行者通行量を352,150人まで増加させ

ることは困難だが、今後も継続的に歩行者通行量は増加していくものと考えられる。

令和3年5月頃

令和 2 年度事後評価実施時期 814.8交付対象事業費

大友氏遺跡歴史公園周辺地区

平成 29 年度～令和 2 年度

大分県 市町村名 大分市 地区名

国費率

指標４ 歩行者通行量 人 343,653人 H28 352,150人 R2
311,950人
（H30)

313,444人
（R1）



様式２－２　地区の概要

単位：人/年 9,149人 H26 18,490人 R2 18,820人 R1

単位：件/年 20件 H27 100件 R2 265件 R1

単位：％ 44.3% H27 60% R2 50.3% R2

単位：人 343,653人 H28 352,150人 R2 313,444人 R1

大分市中心市街地地区（大分県大分市）　社会資本整備総合交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
方策

（改善策を含む）

「史跡大友氏遺跡整備基本計画」に基づき、大友氏遺跡歴史公園を整備活用の基本目標「南蛮文化発祥都市おおいたの創造・体感・発信拠点」として具現化し、歴史文化観光拠点として歴史公園や学習交流施設等の整備を行う。また、豊富な歴史・文
化資源を地域住民や各種の市民団体と協働して発信していくことで、市民の誇りや市民全体での歴史・文化資源を活かしたまちづくり意識を醸成する。
県都大分ならではの古代から近世までの重層的な歴史空間が体感できる歴史・文化の薫りがただよう、個性と魅力あふれるまちづくりの実現をめざす。

まちの課題の変化

　都市再生整備計画に示す４つの課題において、まちの課題の変化を整理する。
〇回遊ネットワークづくりにおける課題の変化
回遊性ネットワークづくりとして、「中島錦町線修景整備」や「鉄道残存敷整備」の実施により、大分駅及び城址公園から大友氏遺跡へと回遊する導線の確保が成された。また、「大友氏遺跡・上野歴史散歩道周辺史跡案内サイン設置」や「上野歴史散歩道
ガイドマップ」の活用等により、より再訪しやすい環境づくりや歴史・文化の周知の促進など成果を得ている。残された課題として、大友氏遺跡エリア全体における回遊性を向上させるために、引き続き史跡案内のサイン整備の充実が求められる。
〇歴史文化資源の活用における課題の変化
地域資源を活用するため人材を育成する「地域資源活用人材育成事業」の取組や来訪者の増加、回遊性の向上などを推し進める「上野歴史散歩道ガイドマップ」及び「大友氏遺跡・上野歴史散歩道周辺史跡案内サイン設置」
の実施により、各時代の歴史資源を顕在化し、大分市が歴史・文化に恵まれた「まち」であることを一定程度内外に周知することができた。残された課題として、歴史遺産の顕在化を促進するために、歴史公園の基礎となるだれもが訪れやすい広場整備を積
極的に推進し、整備状況や発掘調査の様子を公開することにより、大友氏遺跡歴史公園の整備に対する市民からの期待度を醸成する。
〇歴史文化資源を活かしたまちづくりにおける課題の変化
大友氏館跡庭園は、令和２年６月より一般公開され、大友氏遺跡を代表する魅力ある施設として周知されつつある。都市再生整備計画を進める中で、快適な歩行空間や案内サインの整備、市民の交流の場となる広場などを整備し、歴史・文化や地域資
源を活かしたまちづくりが進んだ。残された課題として、歴史・文化を活かした個性と魅力あるまちづくりを推進していくために、引き続き、歴史・文化観光の拠点となる施設整備が求められる。
〇ラグビーワールドカップの機会を活かすための整備おける課題の変化
ラグビーワールドカップの開催に合わせ、大友氏遺跡歴史公園への導線確保、情報発信に取り組んだことにより、国内外から多くの来街者が大友氏遺跡歴史公園を訪れ、文化財の発掘状況や庭園部の整備状況を知るきっかけとなり、大分市が歴史と文化
を活かしたまちづくりを推進していることを周知する機会が得られた。

目標値 評価値

大目標　歴史と文化を活かした魅力ある新しい大分の発展に向けたまちづくり
　
目標①　大友氏遺跡を核とした歴史・文化施設の回遊ネットワークづくりを行う
目標②　1300年間の県都を体現する石仏や神社仏閣、国指定史跡大友氏遺跡などの歴史文化資源を活かしたにぎわ
いと人の交流をうむ拠点を形成する
目標③　地域資源を活かす人材の育成を行い、歴史文化情報発信を行うほか、インバウンドに対応した歴史文化資源の
顕在化を行うことで内外の認知度向上を図る 歩行者通行量

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

大友氏遺跡歴史公園周辺地区観光ガ
イド依頼件数

大友氏遺跡への来場者数

大友氏に関する認知度

都市再生整備計画事業における

【基幹事業】

道路、公園、下水道、地域交流センターな

どまちの基幹となる施設等の整備に関する

事業

【提案事業】

社会実験、まちづくり活動など市町村の提

案に基づく事業


